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山

雲

子

は

本

名

坂

内

直

頼

、

元

武

士

で

そ

の

後

浪

人

と

な

り

、

京

都

に

移

り

住

ん

だ

。
延

宝

二

年
（

一

六

七

四

）
刊
『
（

頭

書

／

新

抄

）
伊

勢

物

語

』
を

は

じ

め

と

し

て

、

正

徳

元

年

（

一

七

一

一

）

刊

『

山

州

名

跡

志

』

な

ど

、

様

々

な

注

釈

書

・

啓

蒙

書

や

地

誌

を

世

に

送

り

、

こ

れ

ま

で

、

彼

の

著

述

の

傾

向

か

ら

、

和

学

者

と

目

さ

れ

て

き

た

。

本

論

は

、

匿

名

作

と

さ

れ

て

き

た

通

俗

性

の

強

い

草

子

本

を

す

べ

て

山

雲

子

の

作

品

で

あ

る

と

示

し

、

彼

の

仮

名

草

子

作

家

と

し

て

の

一

面

を

浮

き

彫

り

に

し

た

。

全

体

は

二

編

構

成

と

し

、

第

一

編

は

、

四

章

構

成

と

し

、

山

雲

子

の

著

作

活

動

に

注

目

し

、

彼

の

匿

名

作

、

及

び

そ

の

周

辺

に

い

た

西

鶴

を

初

め

と

す

る

作

家

達

と

の

交

流

を

、

山

雲

子

の

当

時

の

仮

名

草

子

作

家

と

し

て

の

位

置

づ

け

を

掘

り

下

げ

た

。

第

二

編

は

、

三

章

か

ら

成

り

、

山

雲

子

の

「

情

」

の

文

学

の

特

徴

を

考

察

す

る

。

山

雲

子

の

匿

名

作

に

当

時

の

男

女

の

色

事

に

つ

い

て

描

か

れ

る

も

の

が

多

く

、

そ

こ

に

彼

独

自

の

「

情

」

論

が

展

開

さ

れ

る

。

第

一

編

で

明

ら

か

に

な

っ

た

山

雲

子

の

匿

名

作

や

実

名

入

り

作

に

窺

え

る
「

情

」
に

目

を

向

け

、

そ

の

「

情

」

の

特

徴

と

同

時

代

に

活

躍

し

た

西

鶴

の

と

見

比

べ

、

山

雲

子

の

西

鶴

に

及

ぼ

し

た

影

響

を

考

察

し

た

。

こ

れ

ら

を

順

番

に

説

明

す

る

と

、

以

下

の

通

り

で

あ

る

。 

 

第

一

編

の

第

一

章

で

は

、

ま

ず

近

世

前

期

の

仮

名

草

子

作

家

の

あ

り

方

に

つ

い
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て

仮

名

草

子

作

家

の

先

行

研

究

を

通

し

て

述

べ

た

。

彼

ら

は

、

山

雲

子

と

の

共

通

点

と

し

て

、

浪

人

出

身

者

で

あ

る

こ

と

、

そ

の

仮

名

草

子

の

著

述

に

実

名

の

署

名

が

な

さ

れ

て

い

な

い

こ

と

が

挙

げ

ら

れ

る

。

そ

れ

は

通

俗

性

の

高

い

仮

名

草

子

な

ら

、

当

時

で

は

「

余

技

」

と

さ

れ

る

こ

と

か

ら

で

あ

ろ

う

。

加

え

て

、

そ

の

匿

名

の

著

述

か

ら

作

者

に

た

ど

り

着

く

方

法

と

し

て

、

署

名

の

特

徴

・

作

品

の

内

容

・

な

ど

が

取

り

上

げ

ら

れ

る

が

、

そ

の

代

表

例

と

し

て

、

浅

井

了

意

と

西

村

市

郎

右

衛

門

の

署

名

特

徴

を

考

察

し

た

。 

第

二

章

で

は

、

山

雲

子

作

と

さ

れ

る

貞

享

三

年

（

一

六

八

六

）

刊

『

好

色

訓

蒙

図

彙

』

な

ど

の

著

作

か

ら

得

ら

れ

た

作

者

の

署

名

の

特

徴

・

『

徒

然

草

』

引

用

の

共

通

性

な

ど

を

手

が

か

り

に

、

風

俗

本

が

盛

ん

に

出

さ

れ

た

と

思

わ

れ

る

延

宝

か

ら

貞

享

年

間

ま

で

の

匿

名

の

風

俗

本

に

考

察

を

加

え

た

。

そ

の

結

果

、

延

宝

九

年

（

一

六

八

一

）

刊

『

名

女

情

比

』

を

初

め

と

す

る

著

作

は

す

べ

て

山

雲

子

の

手

に

よ

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。 

第

三

章

で

は

、

第

二

章

で

明

ら

か

に

な

っ

た

山

雲

子

の

匿

名

作

を

も

と

に

、

山

雲

子

の

著

作

の

先

駆

性

に

つ

い

て

言

及

し

た

。

山

雲

子

は

浅

井

了

意

と

同

じ

く

浪

人

出

身

で

あ

る

こ

と

と

、

数

多

く

啓

蒙

書

や

仮

名

草

子

な

ど

を

出

し

て

い

る

点

に

お

い

て

共

通

点

は

多

い

が

、
著

作

の
『

都

風

俗

鑑

』
の

風

俗

の

描

写

が

西

鶴

の
『

好

色

一

代

男

』

に

影

響

を

与

え

た

り

し

た

こ

と

か

ら

、

西

鶴

の

浮

世

草

子

に

先

取

り

す

る

面

も

窺

え

る

。 

第

四

章

で

は

、

山

雲

子

の

著

作

の

傾

向

と

、

同

時

代

に

活

躍

し

た

西

鶴

・

本

屋

作

家

の

西

村

市

郎

右

衛

門

と

山

の

八

と

の

関

わ

り

を

考

察

し

た

。
従

来

の

説

で

は

、

京

都

の

書

肆

で

あ

る

西

村

市

郎

右

衛

門

は

大

坂

の

西

鶴

と

対

抗

す

る

た

め

に

、

貞
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享

三

、
四

年

の

間

に

浮

世

草

子

を

出

し

続

け

た

と

指

摘

さ

れ

て

い

る

。
と

こ

ろ

が

、

本

論

の

調

査

に

よ

り

、

そ

れ

は

西

鶴

対

西

村

市

郎

右

衛

門

と

い

う

、

一

対

一

の

図

式

で

は

な

い

可

能

性

を

改

め

て

確

認

で

き

た

。

山

雲

子

も

こ

の

時

期

に

『

好

色

訓

蒙

図

彙

』

な

ど

の

風

俗

本

を

数

多

く

出

し

て

い

た

こ

と

を

考

慮

す

る

と

、

む

し

ろ

こ

れ

は

山

雲

子

も

含

む

京

都

の

文

化

人

達

対

西

鶴

の

対

抗

で

は

な

い

か

と

推

測

し

た

。

加

え

て

、

山

雲

子

と

近

い

関

係

に

あ

る

と

さ

れ

る

山

の

八

も

同

じ

出

版

傾

向

が

見

ら

る

こ

と

か

ら

、

山

雲

子

は

当

時

の

浮

世

草

子

の

出

版

動

向

と

深

く

関

与

し

て

い

る

こ

と

が

窺

え

る

。 

 

第

二

編

の

第

一

章

で

は

、

第

一

編

に

明

ら

か

に

な

っ

た

山

雲

子

の

著

作

『

名

女

情

比

』

の

「

情

」

論

の

特

徴

を

明

ら

か

に

し

た

。

ま

ず

、

『

名

女

情

比

』

に

頻

繁

に

使

わ

れ

た

『

伊

勢

物

語

』

の

話

や

巻

一

―

二

「

小

野

小

町

が

事
付

情

の

評

判

」

に

見

ら

れ

る

「

小

町

説

話

」

と

巻

一

―

三

「

小

町

が

あ

ね

哥

の

事

」

な

ど

の

よ

う

に

歌

の

解

釈

を

中

心

に

し

た

話

に

考

察

を

加

え

た

。

そ

の

結

果

、

山

雲

子

は

今

ま

で

注

釈

書

や

謡

曲

な

ど

に

お

い

て

情

深

い

女

性

と

し

て

評

価

さ

れ

て

こ

な

か

っ

た

『

伊

勢

物

語

』

十

二

段

の

「

武

蔵

の

女

」

や

小

野

小

町

の

情

を

あ

え

て

評

価

す

る

こ

と

に

よ

り

、

彼

が

良

し

と

す

る

「

や

さ

し

き

心

」

と

「

実

の

あ

る

恋

」

な

ど

の

「

情

」

の

姿

勢

を

打

ち

出

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。 

第

二

章

で

は

、

恋

歌

や

「

情

」

論

が

見

受

け

ら

れ

る

『

和

歌

詞

林

抄

』

、

『

名

女

情

比

』
と

第

一

編

で

山

雲

子

の

著

作

と

判

明

し

た
『

好

色

袖

鑑

』
に

見

る
「

情

」

の

共

通

性

を

考

察

し

た

。

そ

の

結

果

、

三

作

の

「

情

」

論

は

『

徒

然

草

』

第

三

段

と

一

三

七

段

を

踏

ま

え

る

こ

と

に

よ

り

、

そ

の

「

情

」

論

を

展

開

し

て

い

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

な

お

、

『

徒

然

草

』

を

利

用

す

る

際

、

近

世

前

期

の

『

徒

然

草

』
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の

注

釈

書

で

あ

る

『

野

槌

』

や

『

文

段

抄

』

な

ど

を

根

拠

に

し

て

い

る

こ

と

も

明

ら

か

に

な

っ

た

。 

第

三

章

で

は

、

ま

ず

山

雲

子

作

と

西

鶴

作

に

共

通

し

て

い

る

『

徒

然

草

』

第

九

段

「

か

の

ま

ど

ひ

の

ひ

と

つ

や

め

が

た

き

」

と

の

関

わ

り

を

明

ら

か

に

し

た

。

続

い

て

、

近

世

前

期

の

「

情

」

論

の

形

成

と

展

開

に

つ

い

て

考

察

を

加

え

た

。

そ

の

結

果

、

『

心

友

記

』

を

初

め

と

す

る

「

男

色

物

」

が

山

雲

子

の

著

作

に

見

る

一

途

な

「

情

」

を

求

め

る

姿

勢

と

深

く

関

わ

っ

た

こ

と

は

判

明

し

た

。

加

え

て

、

山

雲

子

の

「

情

」

の

精

神

性

へ

の

追

求

が

同

時

代

の

西

鶴

の

『

好

色

一

代

男

』

な

ど

に

大

き

く

影

響

を

及

ぼ

し

、
山

雲

子

と

西

鶴

の

関

係

の

深

さ

が

改

め

て

確

認

で

き

た

。 

以

上

の

考

察

に

よ

り

、

山

雲

子

は

西

鶴

の

浮

世

草

子

に

先

駆

す

る

仮

名

草

子

作

家

で

あ

る

こ

と

が

わ

か

っ

た

。

今

後

、

山

雲

子

に

限

ら

ず

、

仮

名

草

子

作

者

が

生

ん

だ

「

情

」

論

が

、

恋

愛

観

、

女

性

観

、

歴

史

人

物

評

価

に

与

え

た

影

響

を

今

後

も

追

及

し

て

い

き

た

い

。 

 

  


